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平成25年第３回太子町議会定例会（第443回町議会）会議録（第３日） 

平成25年６月７日 

午 前 10 時 開議 

                 議  事  日  程 

１ 議案第33号 平成25年度兵庫県太子町一般会計補正予算（第１号） 

２ 議案第34号 平成25年度兵庫県太子町下水道事業特別会計補正予算（第１号） 

３ 議案第35号 太子町税条例の一部を改正する条例の制定について 

４ 議案第36号 太子町国民健康保険税条例の一部を改正する条例の制定について 

５ 議案第37号 太子町福祉医療費助成条例の一部を改正する条例の制定について 

６ 議案第38号 兵庫県市町交通災害共済組合を組織する地方公共団体の数の減及び兵庫県市町

交通災害共済組合規約の変更について 

                本日の会議に付した事件 

１ 議案第33号 平成25年度兵庫県太子町一般会計補正予算（第１号） 

２ 議案第34号 平成25年度兵庫県太子町下水道事業特別会計補正予算（第１号） 

３ 議案第35号 太子町税条例の一部を改正する条例の制定について 

４ 議案第36号 太子町国民健康保険税条例の一部を改正する条例の制定について 

５ 議案第37号 太子町福祉医療費助成条例の一部を改正する条例の制定について 

６ 議案第38号 兵庫県市町交通災害共済組合を組織する地方公共団体の数の減及び兵庫県市町

交通災害共済組合規約の変更について 
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   （開議 午前10時00分） ○議長（橋本恭子） 皆さんおはようござい
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ます。 

 平成25年第３回太子町議会定例会第３日目

におそろいで御出席いただきましてありがと

うございます。 

 ただいまの出席議員は15名です。定足数に

達していますので、ただいまから平成25年第

３回太子町議会定例会を再開いたします。 

 これから本日の会議を開きます。 

 本日の議事日程は、お手元に配りましたと

おりです。 

 これから日程に入ります。 

  ～～～～～～～～～～～～～～～ 

  日程第１ 議案第３３号 平成２５年度 

       兵庫県太子町一般会計補正予 

       算（第１号） 

○議長（橋本恭子） 日程第１、議案第33号

平成25年度兵庫県太子町一般会計補正予算

（第１号）を議題とします。 

 本案については、６月４日の本会議で既に

提案理由の説明が終わっていますので、これ

から質疑を行います。 

 質疑ありませんか。 

 井川芳昭議員。 

○井川芳昭議員 それでは、二、三、質問し

ていきます。 

 まず１つ目は、10ページの……。 

○議長（橋本恭子） 済いません。もう少し

マイク近づけてください。 

○井川芳昭議員 ちょっと身長が高いんで届

きませんが、10ページの一番上のところ、歳

出で新庁舎建設設計、監理費減額ということ

で、これ前の議会でもそんな話で、前倒しと

いうことで、ここにも830万円ですか、減額

ということで載っておりますが、新庁舎の設

計、建築事業に対する計画スケジュール等々

もあって、これについても大体もともとの設

計の業務委託を5,800万円というところで、

大体11月エンドというところになってると思

うんですけども、これ現在の設計に対する、

いろいろと委員会で、各自治会、団体の方々

の会議録も拝見しながら見ておりますけど

も、現在の進捗状況なり、また問題点等々が

あれば、ひとつお話を聞かせていただきたい

というふうに思います。 

 それと、その下の下水道事業特別会計繰出

金追加1,200万円、これについても生汚泥の

処理云々という話もされていましたが、これ

についての再度の詳細説明をもう一度わかり

やすくお願いをいたします。 

 それと、工事請負費の総合公園の整備工事

減額、これも6,500万円という減額の中で、

これも前倒しの話もされてたんかなと思いま

すけども、少し額的にも、これ減額の額も多

いということで、これについての再度の詳細

説明。 

 それと、その下の工事請負費、鵤旧国道の

道路整備、これについても吉田議員も一般質

問の中でも話もされておりますが、約１億円

の減額ということで、もうこれもかなりの減

額ということで、これの内容の説明について

も、現状も含めてお願いしたいと思います。 

 その下の同様に用地購入費の減額、約

2,000万円のことについても同じく説明もし

ていただきたいと思います。お願いいたしま

す。 

○議長（橋本恭子） 総務部長。 

○総務部長（香田大然） １点目の新庁舎の

現在の進捗状況でございますが、もう議会も

御存じのように、新庁舎建設検討委員会、そ

れから分科会等でいろいろ御意見を伺ってお

ります。その中で、特に本会議場の空調関係

だとか、また応接室だとか、控室だとか、い

ろんな御意見を承っております。そういった

中で、実施設計の中で反映できるものは反映

していきたいというふうに考えております。 

 それから、それは議会サイドの御意見を承

るほうなんですが、片や私たち内部のほうで

は、いわゆる受け付け、今非常にこの庁舎で

は受け付けがなかなかスムーズにいかないと

いうことはもうどなたも御存じのとおりなん

ですが、いかに証明書発行だとか、受け付け

事務だとか、いわゆる一般的には総合窓口と

いうふうに言われている他団体の窓口もあり

ますが、そういったものをいかに効率よく、
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町民の皆さんに気持ちよく窓口へ来ていただ

いて気持ちよく帰っていただくか、そういう

ものを実施設計に反映したいと思っておりま

す。 

 それからあと、細かい話なんですが、例え

ばＬＥＤ照明、仮に照明一つをとってみます

と、ＬＥＤのことはもう今の御時世ＬＥＤ化

は当然でありますが、全棟、執務棟、それか

ら地域交流センター、それから議会棟、それ

を全ての照明を全てＬＥＤにするということ

も考えておったんですが、やはりそのコスト

の関係もございますので、できるだけコスト

のことも考えながら、この部分はＬＥＤにし

ましょう、この部分はそうじゃないものにし

ましょう。ただ、そうじゃないものにして

も、球をかえるだけで、器具そのものはＬＥ

Ｄ対応にしたいとか、そういった細かい詰め

を今現在行っているところでございます。大

体そんなところでございます。 

○議長（橋本恭子） 経済建設部長。 

○経済建設部長（堂本正広） 続きまして、

下水道事業特別会計繰出金のことでございま

すけれども、これにつきましては、34号の下

水の特会のほうでまたちょっと詳しく説明さ

せていただきたいと思います。下水道事業に

伴います一般会計からの繰り出しということ

で承知していただきたいと思います。 

 次に、工事請負費の6,500万円でございま

すけれども、これにつきましても、24年度の

繰越明許のところで掲げております事業の中

での３月に補正した分の25年度の事業につき

ましての減額でございます。 

 あと、鵤旧国道線につきましては、一般質

問でも吉田議員のほうからありましたよう

に、庁舎南側の町道鵤旧国道線の整備につき

まして、これにつきましても繰越明許のほう

で24年度の事業として行うための減額でござ

います。これの進捗状況としましては、今現

在実施設計の段階で、雨水幹線の関係のボッ

クスカルバートの撤去等について今詳細に設

計をしております。また、西と東の交差点の

取り合いにつきまして、公安との協議なんか

もありますんで、随時一生懸命努力させてい

ただいております。 

 次の道路用地購入でございますけれども、

これにつきましても、繰越明許の中で行って

おります鵤旧国道線の拡幅に伴います道路用

地の購入ということで、東芝の現在駐車場の

ところを道路を広げます分購入するというこ

とで、それにつきまして、既に繰越明許のほ

うで事業費として上げておりますので、減額

ということでございます。 

 以上です。 

○議長（橋本恭子） ほかにありませんか。 

 井川芳昭議員。 

○井川芳昭議員 新庁舎のことなんやけど、

これについてもいろいろ先ほど部長のほうか

ら話もありました。議会側の要望等々の話も

いろいろ分科会のほうでもしてもらっている

という話も聞いて、報告書も上がっておりま

す。その中で、議員控室というんですか、会

派等々は今後どうなんかという話の中で、議

員控室の話になると、いや、それ要らないで

しょうと。話の中では、それはもう議員が個

人で個人事務所持ったったらええんやとか、

そんな話私聞きまして、そんなん私持ってま

すからどうでもいいんですよ。前からそんな

んあります。いや、そういうことじゃない。

議員控室、庁舎にあるのは、別に個人事務所

がどうのこうの問題じゃない。やっぱり住民

の方と話をしていくときに要るもんやという

ことで、こちらは話をしてるつもりなんやけ

ど、それ何か、もう議員なんか要らんのやと

いう考え方もわかります。でも、相互理解は

必要で、なかったらあかんもんは、ないもん

はあかんとして考えてもらわんと困るんや

ね。こんなん勝手に個人事務所持っとったら

いいんですわという、そんなん話にならへん

ですわ。持ってます、私。 

 それと、この間も、ある議員も一般質問の

中で、議会の議場が透明やから、皆さんに透

明性のあるという話もされてました。そら、

議会の議場を透明にしたから透明性があるん

じゃない。いろんな意味で、情報公開である
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とか、皆さんの町民の方にいろんなこんなこ

と太子町はしてるでという情報公開が透明性

のあることであって、議場を透明にしたら透

明性があるんやと、何かわけがわからへんの

んや。そんなことは別に透明にしようがしよ

まいが関係ない。何かあたかも議場が透明に

なったら透明性があるんやという、ようわか

りません。もともと建設には私ども反対の立

場ですから、まあ勝手に言うとりゃええ話に

なるんでしょうけど。こういったこともある

意味考えてもらってしてもらわないと、承服

できないんです。住民があって太子町がある

んであって、庁舎があって太子町があるんじ

ゃないんですよ。 

○議長（橋本恭子） 済いません。井川芳昭

議員、これ分科会もありますので。 

○井川芳昭議員 持論を述べたらあかんの

で。 

○議長（橋本恭子） ここの場では言うこと

でなくって、もう少し的を絞って聞いてくだ

さい。 

○井川芳昭議員 まあそんなとこで、もっと

もっとその辺のことについても、これは分科

会もあるんでしょうが、この辺についても再

度当局の考え方をお聞きいたしたいと思いま

す。 

 あとのその質問に関してのことについて

は、繰越明許の話とか、ことがあったんで、

堂本部長のほうには再度お聞きするつもりは

ありませんけども、その点についてだけ再度

お答えいただけますか。 

○議長（橋本恭子） 総務部長。 

○総務部長（香田大然） 議員の控室の件に

つきましては、当然設けることは、もう既に

図面のほうお渡しをしております。ただ、い

ろんな御意見を聞いておりますと、個室が望

ましいような御意見もございます。それは町

民の皆さんにとって、皆さんの話がプライベ

ートなことに関するという御意見も頂戴して

おります。その点につきましては、十分配慮

した控室といいますか、相談室といいます

か、そういうものにしたいと思っておりま

す。 

 それから、議場も透明という今お言葉が出

ましたが、これは議場のみならず、我々執務

棟、それから議会棟、地域交流センター、そ

れぞれ町民の皆さんが来ていただいて、開か

れたまず庁舎というものも一つの大きなコン

セプトにいたしております。気持ちよく役場

に来ていただいて気持ちよく帰っていただ

く、こういうものを大事に考えていきたいと

いうふうに思っております。 

 以上でございます。 

○議長（橋本恭子） ほかにありませんか。 

 吉田日出夫議員。 

○吉田日出夫議員 １点お聞きします。 

 新庁舎建設監理費がここでは830万円減額

ということで出ておるんですけども、私ども

が今住民を含めて一番気にしておるのは、

前々から当局にはお聞きしておるんですけど

も、この29億円に対して約５億円の増額の予

算、それとその理由。理由というのはやっぱ

り何かという形がもう少し詳細に我々にお聞

かせ願いたいのと、それと今それぞれの実施

設計がなされておると思うんですけども、そ

れに対して各要る管理費、これがどれぐらい

新庁舎に関しては必要なのか。ここを我々い

つも住民さんに、本当にどういうことで予算

が追加されたのか、また管理費はどれぐらい

なるのかという形が我々一番気にしておると

ころです。また、一番聞かれるところです。

というのは、昨日も一般質問で出ておりまし

たように、要はいろんな内容で建設がされよ

うとしておるんですけども、あすかホールの

文化ホールと、また新庁舎のほうでのいろん

な利用できる形が、住民とのあれを目線を合

わせた形で利用できるという形ができとんで

すけども、それがダブって、本当に必要ない

もんができてないか、そこら辺を含めて、と

にかくこの必要の予算の５億円の要る理由

と、それからそれに対して個々の管理費がト

ータル的に幾らになるんか。また、それがい

つ明確にわかるんかを教えてもらいたいんで

す。 
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 以上です。 

○議長（橋本恭子） ちょっと済いません。

その質問に対して、この今の現状は新庁舎建

設の建設監理費の減額でありまして、その部

分ではないかと思います。それで、この間説

明がありましたが、国の緊急対策の前倒しで

こうなったということでありましたが、井川

議員のようなちょっと部分的な質問に入って

いただいて、ここの今吉田日出夫議員の内容

についてはちょっと、関連はありますが、少

し離れてるように思いますので、その分をち

ょっと御理解いただきたいと思います。 

 答弁できますでしょうか、部長。 

○総務部長（香田大然） 29億6,500万円の

債務負担行為を設定いたしましたが、５億円

という話は恐らく私どもが当初約7,000平米

で24億円ぐらいだろうということからの御発

言だと思います。 

 これは何回となくこの今席でも申し上げと

りますが、約7,000平米ということにして、

他自治体の同様の新庁舎の落札価格をもとに

すると約24億円ということはもう再々申し上

げております。そういった中で、基本設計を

進めていくうちにいろんなことを考慮します

と、29億6,500万円ぐらいの債務負担行為を

組んでおかないことにはだめだろうという流

れは前々から申し上げているところでござい

ます。 

 それから、いわゆる庁舎管理費、ランニン

グコストのことをおっしゃってるんだろうと

思いますが、これは他団体へ視察に行きまし

ても、やはりコストはかかります。当然、こ

の庁舎よりも物が大きくなる、当然平米数も

大きくなって、物が大きくなるわけですか

ら。ですから、私たちの家庭において考えて

みると、例えば30坪の古い家に住んでまし

た、でも家を新築しましょうと、じゃあ45坪

の家になりました、当然平米数も増えます、

電気代、光熱水費、その他もろもろ上がって

いくと思います。そういった意味では、清掃

関係も含めて、これは現庁舎よりも、大ざっ

ぱに、一言で言うと、いわゆる管理費という

ものは上がっていくであろうということは、

まちづくりの集いでも御答弁したところでご

ざいます。 

 それから、地域交流センターのことをおっ

しゃってるんだろうと思いますが、その辺は

今後庁内で、あすかホール、中央公民館、ま

た地域交流センター、そういったものの再構

築といいますか、使い方、地域交流センター

をどういったふうに使うか、また中央公民館

とどう連携するか、あすかホールとどう連携

するか、そういったものをまた知恵を絞っ

て、よりよい地域交流センター、それこそ気

軽に町民の皆さんが地域交流センターへ来て

いただけるようなものを目指して、これから

もオープンするまで知恵を絞っていきたい

と、こういったところでございます。 

○議長（橋本恭子） ほかにありませんか。 

 佐野芳彦議員。 

○佐野芳彦議員 １点だけお尋ねをいたしま

す。 

 今回の補正は国の緊急経済対策の平成24年

度の前倒し分が主だと思うんですけども、今

回でこの前倒し分の補正は全部終わっている

というのか。もし終わっていなければ、まだ

事業が残っているというんであれば、どうい

う事業が残っているのか、お尋ねをいたしま

す。 

○議長（橋本恭子） 財政課長。 

○財政課長（堀 恭一） 今回の国の24年度

補正予算に伴う緊急経済対策につきましては

全て終わっております。 

 以上です。 

○議長（橋本恭子） ほかにありませんか。 

 清原良典議員。 

○清原良典議員 10ページの、大きな金使う

んやったら、太子町内の消えかかっとう白線

を皆直せと言われとる新庁舎の南の旧国道の

道路工事ですけども、今まで何度となくこの

話を聞いて、一つまとまった答えは、完了

25年度に終わらすと。ということは、26年３

月に終わらすということで私は認識しとんで

すけども、この６月議会にも提案されてない
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し、そしたら９月かなと。そうなれば、ずっ

と当局が言われとる25年度末、間に合うんか

いなと。これ一つの工事なら繰り越しもまた

考えてもええと思うんですけども、今しきり

に言われとるこの新庁舎の工事が隣接してま

すから、どんどんどんどん後ろへ延びるだけ

と思うんですけども、その辺、もう今も実施

中、計画中や、実施設計中やというて言われ

るんやけども、実際のとこ、いつごろの発注

の予定をされとるんか。せめてそれぐらいは

お答えを願いたいなと。 

 以上です。 

○議長（橋本恭子） 経済建設部長。 

○経済建設部長（堂本正広） 清原議員のお

っしゃるとおりでございます。今、本来であ

れば６月議会にこの工事の関係の議決をいた

だくという予定で進めておりましたけれど

も、当初は今年度中にするということで、そ

れほど急いではなかったんですけども、３月

に補正をかけて、その分を前倒しでやらせて

いただくということで、早急に設計にはかか

っておるんですけども、いろいろと、今言い

ましたように交差点の取り合いであるとか、

またボックスカルバートの変更であるとか、

そういったことでなかなか設計が早く進んで

おりません。一応こちらの予定としては、６

月中に設計を完了させて、７月には入札をか

けたいなというふうに考えております。入札

の結果次第で、議会にかける金額を超えた場

合には臨時議会というようなもので対応させ

ていただきたいなということを今考えており

ます。 

 以上でございます。 

○議長（橋本恭子） 清原良典議員。 

○清原良典議員 いや、十分わかったんです

けど、今の部長の答弁の中に、議会にかける

金額を超したらて言われるから、そんなん、

超さなでけへんのちゃうんかいな。何ぼ金額

が隠れたや何や言うても、今１億円から言う

とるやつが議会かけえでもええような金額な

るはずがないでっしゃんか。そうでしょ。そ

こだけもう一遍お答え願えますか。 

○議長（橋本恭子） 経済建設部長。 

○経済建設部長（堂本正広） 当然そういう

ことにはなるんですけれども、結果が出てお

りませんので一応そういう言い方をさせてい

ただいております。 

 以上でお願いします。 

○議長（橋本恭子） ほかにありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（橋本恭子） ないようですので、こ

れで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 討論ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（橋本恭子） 討論なしと認めます。 

 これから議案第33号を採決します。 

 この採決は挙手によって行います。 

 本案は原案のとおり決定することに賛成の

方は挙手を願います。 

（挙手多数） 

○議長（橋本恭子） 挙手多数です。したが

って、議案第33号は原案のとおり可決しまし

た。 

  ～～～～～～～～～～～～～～～ 

  日程第２ 議案第３４号 平成２５年度 

       兵庫県太子町下水道事業特別 

       会計補正予算（第１号） 

○議長（橋本恭子） 日程第２、議案第34号

平成25年度兵庫県太子町下水道事業特別会計

補正予算（第１号）を議題とします。 

 本案については、６月４日の本会議で既に

提案理由の説明が終わっていますので、これ

から質疑を行います。 

 質疑ありませんか。 

 井川芳昭議員。 

○井川芳昭議員 では、代表してませんけ

ど、言わせてもらいます。 

 ６ページの下のところ、これの工事請負費

の、合併浄化槽の設置工事費追加の件につい

てもいろいろと提案説明もあったかと思うん

ですけども、これも理由、増加、追加の理由

をまた再度の詳細説明をお願いしておきま

す。 
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 それと、今これ現在どこに発注をかけとん

かなあと思うんやけど、その辺についてもお

答えを願います。300万円ほどですけれど

ね。 

 それと、下の前処理場の先ほども少しお話

ししましたが、生汚泥のことの、これの搬送

計画、これについてもほかの女性議員の方

も、何でこんな970万円かかるんやと、検討

するのに。私もちょっとだけ思いましたが、

そんなに強く思わなかったんやけど、ある意

味1,000万円近く、検討するのに、どれぐら

いの期間で、どれぐらいの日数で、どこの委

託業者いうんですか、どんなところに頼むの

かという再度の詳細説明をお願いいたしま

す。 

 以上です。 

○議長（橋本恭子） 経済建設部長。 

○経済建設部長（堂本正広） それではま

ず、工事請負費のほうから説明させていただ

きます。 

 これは阿曽地区、太子龍野バイパス北側に

おきまして開発行為が予定されております。

建築物は営業倉庫、事務所で、従業員数30名

程度ということでお聞きしております。その

場合の浄化槽の設置につきましては、町の条

例であります合併浄化槽の設置に関する条例

というのがありまして、通常公共下水につな

いでいただくのが本来ですけれども、なかな

か距離がありまして、つないでいただくこと

ができませんので、町のほうから合併浄化槽

を設置しまして下水道料金をいただくという

ふうなことになっておりまして、それに対す

る追加の工事費でございます。 

 一応、浄化槽の基準ですけれども、ＪＩＳ

で定めておりまして、人数によるものについ

ては、30名に係数0.3を掛けて、通常おられ

る人間を９人と仮定します。また、面積によ

りましても96平米ということで、それに係数

の0.06を掛けることによって5.76人、これを

足しまして、14.76人という算定で合併浄化

槽を設置しております。合併浄化槽につきま

しては、既成のものとしましては、この

14.76に見合うものとしては、18名分の合併

浄化槽がありますので、その設置費用として

上げさせていただいております。 

 続きまして、委託料についてでございま

す。 

 これにつきましては、経済建設常任委員会

で若干説明はさせていただいておりますが、

ほかの議員の方は余り御存じでないので、改

めて説明させていただきます。 

 まず、前処理場の現状について説明をしま

す。 

 昭和49年に事業着手しまして、昭和54年７

月より供用を開始しております。当時の処理

能力につきましては、１日最大4,000立方メ

ートルで、当時は８事業者がありました。当

時の処理としては、１日3,500立方メートル

を処理しておりました。本年の７月には供用

開始から34年が経過することになりますが、

その間修繕、補修により維持管理を行ってき

ましたが、修理するための部品がなくなって

しまうような状況を迎えてきております。 

 前処理場の施設を更新する時期を過ぎては

おるんですけれども、現在３事業所から１日

当たり約150立方メートル前後の処理を行っ

ております。施設の更新につきましては、多

額の費用が発生するとともに、処理の量から

考えると、施設の更新をしないで、別の方法

での処理について、過去にもいろいろと検討

しましたが、結果的には改善には至っており

ません。 

 現時点で考えられる可能な処理方法とし

て、汚泥を今のように乾燥処理をしないで、

生汚泥の状態で濃度調整により汚泥処理場に

搬入する方法が考えられますが、これにつき

ましては、関係市町、県と協議する必要がご

ざいました。それで、平成25年２月６日、兵

庫県、姫路市、たつの市、太子町で構成しま

す兵庫西流域下水汚泥処理事業担当者会議の

場で太子町の現状を訴えるとともに、生汚泥

による処理の案を提示し、意見を求めまし

た。その結果、３月21日、構成市町は同じで

あります兵庫西流域下水汚泥処理事業推進協
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議会及び幹事会の場で、関係市町及び県よ

り、生汚泥による処理につきまして合意に至

りました。 

 ただし、諸条件を満たさなければ県の施設

への受け入れは難しいということで、いろい

ろな諸条件をいただきました。 

 また、姫路市からは、県の施設への搬入が

物理的に困難な場合は、これについても諸条

件を満たせば受け入れは可能というふうな回

答もいただけました。 

 まず、第１の搬入先としては、県の施設で

あり、今現在前処理場で処理した汚泥を搬入

しております兵庫西流域下水汚泥広域処理場

となります。また、第２の搬入先としては、

同じく県の施設である福井送泥ポンプ場とな

ります。その県の２施設の搬入が物理的に困

難であるということになれば、諸条件を満た

すことによって、姫路市の施設である福井前

処理場への搬入も可能となります。 

 主な諸条件としましては、投入口の設置及

びそれの施設の改良、また臭気対策、対応施

設の維持管理及び改築の更新の負担、汚泥濃

度差の調整、搬入汚泥量の測定及び濃度の測

定等の諸条件が上げられております。 

 生汚泥による処理のほうが経費が少なくて

済むとは限りませんが、供用開始から34年が

経過した前処理場を更新する場合とその経費

の比較について検討するために今回委託をす

るものでございます。 

 業務の内容としましては、貯留槽及びポン

プ設備の施設図面及び概算事業費の算出、脱

臭対策の検討及び事業費の算出、汚泥濃度調

整施設及び事業費の算出、その他この計画に

必要となる施設建設事業費等、これらに対す

る費用対効果の算出を委託するものでござい

ます。 

 以上です。 

○議長（橋本恭子） ほかに質疑ありません

か。 

 井川芳昭議員。 

○井川芳昭議員 先ほどのその汚泥の件で、

その辺の委託の内容の話も、今図面とか事業

費の話もありましたが、これ１社だけやなし

に、いろんな、この中身を見ると、１社の委

託じゃなしに、いろんな会社に委託するつも

りであるのかと、もう一つは、その委託する

期間、いつからいつまでのことで検討してや

っていることをしているのかということも含

めて再度説明を。 

 それともう一つ、その上の工事請負費の、

阿曽のところの合併浄化槽の件ですけども、

これ今聞いとったら浄化槽の規格の話とかち

ょっとされてましたけど、これ追加工事費で

しょ。だから、これ何をどんな話がもともと

あって300万円の追加の話なんかということ

も含めてお願いいたします。 

○議長（橋本恭子） 経済建設部長。 

○経済建設部長（堂本正広） まず最初に、

合併浄化槽の追加のことでございますが、通

常の一般家庭用の合併浄化槽を設置する分の

経費は当初から組んでおりましたけれども、

ちょっと規模が大きいので、それにこの工事

を追加というかプラスをすることによって、

その開発に対応するということでございま

す。 

 続きまして、前処理の関係でございますけ

れども、数社に委託するようなちょっと印象

を与えたかもわかりませんけれども、業務の

内容が多岐にわたるということで、総合的な

そういうコンサルができるような事業所にお

願いする予定でございます。 

 また、期間でございますけれども、当然で

きれば早い時期にこちらも作業にかかりたい

ということもありますし、また県、姫路市、

たつの市とも協議する必要がありますので、

契約はできるだけ早く行い、期間について

は、いつまでにということは、できるだけ早

い段階でというふうには考えてはおるんです

けれども、できましたら来年度の予算に反映

させるような形で処理できたらなというふう

に考えております。 

 以上です。 

○議長（橋本恭子） ほかにありませんか。 

 中井政喜議員。 
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○中井政喜議員 今、説明を事前に受けてお

りますので、ちょっと私が気になってる件だ

けお尋ねをしたいと思います。 

 阿曽地区内の合併浄化槽の関係ですけれど

も、これ細かく合併浄化槽のことについて、

本体のことについて説明受けたんですけれど

も、この合併浄化槽つくって、そして当然の

ことながら下水管に接続されてくるわけです

ね。当然そこで距離感的にどのぐらいの管が

必要なのかなということはちょっと聞いてお

きたいんですけれども。 

○議長（橋本恭子） 経済建設部長。 

○経済建設部長（堂本正広） まず、合併浄

化槽の件ですけれども、公共下水が行かない

ので設置をさせていただいております。 

 あと、公共下水をつなげる距離としまして

は、一応100メートルという距離であれば迎

えに行くんですけれども、それを今回は超え

ておるということで、公共下水が200メート

ルも300メートルも設備するのは大変だとい

うことで、今回合併浄化槽を設置させていた

だいて、単独で処理をするということでござ

います。よろしくお願いします。 

○議長（橋本恭子） ほかにありませんか。 

 平田孝義議員。 

○平田孝義議員 前処理場の管理費、これは

生汚泥の搬送計画、検討するということは、

これ前回の議会の定例会で経済建設ですか、

常任委員会に説明があった、その件と一緒な

のかということと、それと費用なんかに対し

ては先ほど説明いただきました。そういう中

で、どのように検討されるということも聞き

ました。やって本当にうまくいくかなあとい

うこともちょっとまだはっきりしないという

ことも聞きました。そういう中で、処理に対

し、少しでも削減の可能性があれば本当にい

いことなんですけど、可能性として多分、こ

れ以前にもいろいろ説明聞いた中では、ある

のじゃないかなということも聞いております

ので、そこらがどうかなと思いますけど、ど

う思われますか、部長のほうで。よろしくお

願いします。 

○議長（橋本恭子） 経済建設部長。 

○経済建設部長（堂本正広） 議員おっしゃ

るとおり、前の予算のときですか、説明をさ

せていただいた件と同じ件でございます。 

 またあと、生汚泥を処理するほうがメリッ

トがあるんではないかということで考えてお

りますのは、今の熱処理をしている工程があ

ります。それが全てしなくてもよくなるとい

うことで、ざっくばらんに言うと、入ってき

たものを受け入れて、それをプールしておい

て、それに水なり何なりを加えて希釈をして

バキュームカーで運ぶというようなことを考

えておりますので、その設備費の維持管理、

また更新のお金とか、そういったものは一切

要らなくなるということが最大のメリットと

いうふうに考えております。 

 以上です。 

○議長（橋本恭子） ほかに。 

 平田孝義議員。 

○平田孝義議員 今の説明聞いて、もう本当

に当局の人も頑張っていただいて、少しでも

削減していただきたいなということをお願い

をしときます。 

 以上です。 

○議長（橋本恭子） ほかに質疑ありません

か。 

 清原良典議員。 

○清原良典議員 今の委託料の関係で、最初

の部長の答弁を聞いておると、途中までは非

常に納得したんやけど、後半の部分なってま

たちょっと不審な点がたくさん出てきたんで

すけども、いろんな諸問題、たつの、姫路と

いろいろと協議を重ねて、解決せんことには

ここまでこうへんわけやから、解決しとうか

ら発注しようかという段階に来とるはずなん

やね。ほんで、答弁もそうやったんやけど、

後半の答弁で、まだ後に県といろいろとあら

ゆる諸問題を打ち合わせせなならんという答

弁が追加になったから、何の、果たしてそし

たらこれは諸問題を解決するための委託なん

か。 

 ほいで、部長の答弁の一番最後に、できれ
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ば来年の予算に反映をしたいと。何を反映し

たいんやな。もうこの運搬委託業務を反映し

たいということなんですか。その辺ちょっと

きっちりとお聞きしたいんですけど。 

○議長（橋本恭子） 経済建設部長。 

○経済建設部長（堂本正広） 要は、案とし

て姫路、たつの、県に承諾をいただいたとい

うことをまず前段はそういう説明したと思う

んです。後段のほうの説明は、要は事業手法

が決定したときに、それについて県なり、た

つの市なり姫路市の承諾が要るということ

で、そういう意味での協議が要るということ

を申し上げたことでございます。 

 また、最後の来年度の予算に反映したいと

いうのは、当然その結果が出ます。そうする

と、どれが一番費用が少ないかということが

出た場合には、例えばそしたら前処理場を更

新するという結果になるかもわかりません

し、いやいや、生汚泥でそしたらやりますよ

ということになるかもわかりません。それの

事業費の一部でも、全部でもいいから、来年

度から取りかかりたいという気持ちで申し上

げたんでございます。 

 以上です。 

○議長（橋本恭子） ほかにありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（橋本恭子） ないようですので、こ

れから討論を行います。 

 討論ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（橋本恭子） 討論なしと認めます。 

 これから議案第34号を採決します。 

 この採決は挙手によって行います。 

 本案は原案のとおり決定することに賛成の

方は挙手を願います。 

（挙手全員） 

○議長（橋本恭子） 挙手全員です。したが

って、議案第34号は原案のとおり可決しまし

た。 

 この際、暫時休憩します。 

（休憩 午前10時43分） 

（再開 午前10時46分） 

○議長（橋本恭子） 休憩前に引き続き会議

を開きます。 

  ～～～～～～～～～～～～～～～ 

  日程第３ 議案第３５号 太子町税条例 

       の一部を改正する条例の制定 

       について 

○議長（橋本恭子） 日程第３、議案第35号

太子町税条例の一部を改正する条例の制定に

ついてを議題とします。 

 本案については、６月４日の本会議で既に

提案理由の説明が終わっておりますので、こ

れから質疑を行います。 

 質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（橋本恭子） 質疑なしと認めます。 

 お諮りします。 

 ただいま議題となっています議案第35号

は、会議規則第39条の規定によって、お手元

に配りました議案付託表のとおり総務常任委

員会に付託することにしたいと思います。御

異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（橋本恭子） 異議なしと認めます。

したがって、議案第35号は総務常任委員会に

付託することに決定しました。 

  ～～～～～～～～～～～～～～～ 

  日程第４ 議案第３６号 太子町国民健 

       康保険税条例の一部を改正す 

       る条例の制定について 

○議長（橋本恭子） 日程第４、議案第36号

太子町国民健康保険税条例の一部を改正する

条例の制定についてを議題とします。 

 本案については、６月４日の本会議で既に

提案理由の説明が終わっていますので、これ

から質疑を行います。 

 質疑ありませんか。 

 井川芳昭議員。 

○井川芳昭議員 後ろのほうから言えと言わ

れましたんで、代表いたしまして、大したこ

とございませんが……。 

○議長（橋本恭子） 済いません。もうちょ

っとマイクに近づけてください。 
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○井川芳昭議員 これについても３月30日公

布の４月１日から施行されたことによってと

いうことで、提案説明も受け、いろいろと複

雑というか、簡単というか、いろいろと私も

見てみたんですけども、１点だけ、これにも

ちょっと、参考資料にも書いてあるんですけ

ど、特定世帯と特定継続世帯ということで見

るんですけども、これ書いてあるとおり、特

定月以降の５年を経過する月とか、継続世帯

はその翌日からまた８年を経過する月とか書

いてあるんですけども、これについて何か詳

しく再度説明を受けたいんです。ただ、これ

もただこの期間のことだけで区別されとると

いうことだけじゃないですか。その辺も含め

てお聞きしたいんですが。 

○議長（橋本恭子） 生活福祉部長。 

○生活福祉部長（井手俊郎） それでは、

個々の改正に伴います特定世帯と、先ほど特

定継続世帯についてのちょっと御質問なんで

すが、この前に特定同一世帯所属者というの

がもう一つあるわけでございまして、この所

属者につきましては、まず国保に加入したま

ま75歳を迎える等によって、後期高齢者医療

制度への適用となり、国保の資格を喪失した

方で、国保喪失日以降も継続して被保険者と

同一の世帯に属する方を特定同一世帯所属者

と呼んでおりまして、特定世帯というのは、

この特定同一世帯所属者と同一の世帯の被保

険者が１人だけとなった世帯のうち、特定日

以後の５年間を経過する月までの間の世帯の

ことを特定世帯と呼んでおります。 

 そして、特定継続世帯というのは、特定同

一世帯所属者と同一の世帯の被保険者が１人

だけとなった世帯のうち、特定月以後５年間

を経過する月の翌日から次の８年を経過する

までの間の世帯のことを特定継続世帯という

ふうに呼んでおります。ちょっとややこしく

て申しわけないんですが、以上でございま

す。 

○議長（橋本恭子） ほかに質疑ありません

か。 

 中島貞次議員。 

○中島貞次議員 変な質問であれなんですけ

ども、特定継続世帯、８年を終了して、それ

以降、年齢差がいわゆる８歳以上の開きのあ

る人についての数の掌握というのはある程度

されとんですか。もしわかれば、微々たるも

のかと思いますけれども。なければ結構で

す。 

○議長（橋本恭子） 生活福祉部長。 

○生活福祉部長（井手俊郎） 先ほどの中島

議員の御質問の数字でございますが、現在の

ところその数字は把握しておりません。申し

わけございませんが。 

○議長（橋本恭子） 中島貞次議員。 

○中島貞次議員 ちょっと今お聞きしたの

は、いわゆる特定継続世帯終了後、配偶者が

逆にもとの国保に入ると、入らなければいけ

ないというケースが、年齢差８歳を超える人

以上なっちゃうわけですね。例えば御主人が

75歳で、例えば66歳ぐらい……要は８年の、

９年かな、ぐらいの開きになっちゃうと、そ

の８年の継続が終わったとしても、まだ１年

残るとか、その場合にやっぱり国保へ戻っち

ゃうわけですね、たとえ一年たりとも、奥さ

んのほうは。その辺のちょっと理屈をお願い

したいと思います。 

○議長（橋本恭子） 町民課長。 

○町民課長（森川 勝） 先ほどの御質問に

お答えしますけども、後期高齢へ行かれた

方、御主人が75を超えられました。奥さんが

65歳だったとします。その奥さんのほうは

75歳までは国保のままでいらっしゃいます。

その８年間については軽減が、５年間は２分

の１、あとの６年目から８年目の３年間は４

分の１の減免が受けられると。残りまだ75歳

まで日がありますと、それについてはもう減

免の措置はないということになります。 

 以上です。 

○議長（橋本恭子） ほかに質疑ありません

か。 

（「なし」の声あり） 

○議長（橋本恭子） ないようですので、こ

れで質疑を終わります。 
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 お諮りします。 

 ただいま議題となっています議案第36号

は、会議規則第39条の規定によって、お手元

に配りました議案付託表のとおり福祉文教常

任委員会に付託したいと思いますが、御異議

ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（橋本恭子） 異議なしと認めます。

したがって、議案第36号は福祉文教常任委員

会に付託することに決定しました。 

  ～～～～～～～～～～～～～～～ 

  日程第５ 議案第３７号 太子町福祉医 

       療費助成条例の一部を改正す 

       る条例の制定について 

○議長（橋本恭子） 日程第５、議案第37号

太子町福祉医療費助成条例の一部を改正する

条例の制定についてを議題とします。 

 本案については、６月４日の本会議で既に

提案理由の説明が終わっていますので、これ

から質疑を行います。 

 質疑ありませんか。 

 井川芳昭議員。 

○井川芳昭議員 これについても提案説明も

先日受けて、施行日が25年７月１日からとい

うことで話もありましたが、これについても

現行は一旦お支払いをして、後で返ってくる

というようなシステムを今回で保険証と受給

者証があれば、その時点でもう無料で行える

ということで話お聞きして、これも幾らかス

ピーディーになるんやなということはわかる

んですけど、それについてはわかるんです

が、この２番目の文言の訂正のところ、この

乳幼児から乳幼児等に変わるというとこで、

新旧対照表もちょっと見ながら、これは乳幼

児から乳幼児等に変えるという意味合いがど

んな意味を持つのか、この辺の説明をお願い

いたします。 

○議長（橋本恭子） 町民課長。 

○町民課長（森川 勝） 先ほどの御質問で

すけども、こちらのほう、21年の３月議会上

程時に私どものほうの提案に等を入れるのを

漏らしておりました。これについては非常に

申しわけございません。条例の文言にありま

すのが乳幼児等と、小学３年生までというこ

とで、等があるにもかかわらず、等を漏らし

ておったものでございます。取り扱いについ

ては以前も、これからも変わりません。 

 以上でございます。 

○議長（橋本恭子） ほかに質疑ありません

か。 

（「なし」の声あり） 

○議長（橋本恭子） ないようですので、こ

れで質疑を終わります。 

 お諮りします。 

 ただいま議題となっています議案第37号

は、会議規則第39条の規定によって、お手元

に配りました議案付託表のとおり福祉文教常

任委員会に付託することにしたいと思いま

す。御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（橋本恭子） 異議なしと認めます。

したがって、議案第37号は福祉文教常任委員

会に付託することに決定しました。 

  ～～～～～～～～～～～～～～～ 

  日程第６ 議案第３８号 兵庫県市町交 

       通災害共済組合を組織する地 

       方公共団体の数の減及び兵庫 

       県市町交通災害共済組合規約 

       の変更について 

○議長（橋本恭子） 日程第６、議案第38号

兵庫県市町交通災害共済組合を組織する地方

公共団体の数の減及び兵庫県市町交通災害共

済組合規約の変更についてを議題とします。 

 本案については、６月４日の本会議で既に

提案理由の説明が終わっていますので、これ

から質疑を行います。 

 質疑ありませんか。 

 井川芳昭議員。 

○井川芳昭議員 これについても提案説明

等々がありまして、参加する構成市町が１つ

脱会するということの変更だというふうに認

識もしておりますが、せんだっての議会運営

委員会でもこの内容について、そらほかの構

成団体ですから、その脱会理由というのは、
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そんなこと知りませんと言われればそれまで

なんですが、そのときにもお尋ねしたような

記憶がございます。これについては、養父市

さんはどういった理由でこれ脱退されたの

か。やっぱりデメリットがあるから脱退され

たんだなというふうには認識をしております

が、その辺については議運の席では承知して

いないということでも御返答もあったんです

が、今の時点で何かわかることがあればよろ

しくお願いいたします。 

○議長（橋本恭子） 生活福祉部長。 

○生活福祉部長（井手俊郎） 私ども脱退の

理由というのはお聞きしてるのは、やはり諸

般の事情ということしかお伺いしておりませ

んので、詳細についてはわかりかねます。 

○議長（橋本恭子） ほかに質疑ありません

か。 

（「なし」の声あり） 

○議長（橋本恭子） ないようですので、こ

れで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 討論ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（橋本恭子） 討論なしと認めます。 

 これから議案第38号を採決します。 

 この採決は挙手によって行います。 

 本案は原案のとおり決定することに賛成の

方は挙手を願います。 

（挙手全員） 

○議長（橋本恭子） 挙手全員です。したが

って、議案第38号は原案のとおり可決しまし

た。 

 以上で本日の日程は全部終了しました。 

 お諮りします。 

 ６月８日から６月16日まで委員会審査のた

め本会議を休会したいと思います。御異議あ

りませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（橋本恭子） 異議なしと認めます。

したがって、６月８日から６月16日まで本会

議を休会することに決定しました。 

 次の本会議は６月17日午前10時から再開し

ます。 

 本日はこれで散会します。 

 御苦労さまでした。 

（散会 午前11時00分） 

 

 


